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 昨年、アメリカではトランプ氏が大統領

選に勝利し、時代の変化を予感させました。

実際に大統領に就任する今年、世界はどの

ように変化するのでしょうか。楽しみとい

うよりも多少の不安を覚えつつ新しい年が

始まりました。 

 しかし、時代が変わろうとも全く変わら

ないものがあります。それは、神の言葉で

ある聖書です。この一年も牧師として決し

て変わることがない古くて新しい聖書の言

葉を語っていきたいと思います。今年は、

特別なことがなければイエス様の教えを取

り上げていきます。早速ですが、今月の聖

書のことばには不思議なことが書かれてい

ます。これは、何を意味しているのでしょ

うか。「心の貧しい者」とは、どういう意味

でしょうか。伴侶や友人から「あなたは心

の貧しい人ですね」と言われたら、どうい

う気持ちになるでしょうか。私なら怒りと

いうよりはショックで落ち込んでしまいま

す。それは、「貧しい」という言葉に積極的

な意味を見出すことが出来ないからです。

「貧しい」を意味する言葉には、全く財産

を持たず、生活の必要を満たすために人の

助けを借りなければならないほどの貧しさ

という意味があります。それが「心」と結び

つく時、心の中が空っぽの状態を意味して

いると言えます。心の中が空っぽの人が幸

いという考え方も受け入れがたいものかも

しれません。それは、スポーツ選手のイン

心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人たちのもの

だから。 【マタイの福音書 5章 3節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 10:30～12:00   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校  9:00～10:00                19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

タビューで「最後には自分を信じました」

「自分の力を信じて頑張りました」という

発言を耳にし、自分に頼れる者こそが強い

人間であり、勝利の秘訣だと考えられやす

いからです。しかし、昨年有名スポーツ選

手が薬物使用によって逮捕される事件があ

りました。心が強靭であるがゆえに一流選

手としてプレーしていたように見えたとし

ても、本当は心に弱い部分を持っていたこ

とが露わにされたと言えます。本当に強い

人などおらず、まやかしの強さで心を覆っ

たとしても、それは時間が経てばなくなっ

てしまいます。 

 ここでもう一度聖書の言葉を考えたいと

思います。なぜ「心の貧しい者」が幸いなの

でしょうか。それは、心の貧しい人は神の

もとにいって、空っぽの心を満たしてもら

うことが出来るからです。この箇所で言わ

れている「天の御国」は、神の支配を意味し

ています。心の貧しい人が神のもとに行く

時、神の支配がその人に豊かに及び、心が

神によって満たされるのです。それゆえに

「幸い」と言われています。自分の力で頑

張れることは嬉しいことですし、誇らしい

ことですが、前述の通り強そうに見える人

であっても、完全な人はいません。若かり

し頃は何でも出来る気がしていた人も、年

齢と共に限界を覚えることもあるかもしれ

ません。そんな時、これまで付けていた鎧

を脱ぎ、プライドを捨てて神に頼り、神の

もとに行って空っぽの心を差し出し、満た

して頂けたらどれほど幸いでしょうか。 

この聖書の言葉は、神に頼って生きること

が出来る幸いが言われているのです。 

◆コラム 

「心の貧しい者」について書きましたが、自

分自身の歩みを顧みても、今なお神の前に

何者かであろうとする部分が残っているこ

とを覚えます。見せかけの謙遜は出来たと

しても本当に心を空っぽにして神に頼って

生きていくことが出来ていないように思え

ます。牧師でありながら、私はまだその途上

にあることを告白せざるをえません。人の

評価や評判を気にしたりすることもしばし

ばです。もちろんこのようなことを自分の

力で出来るわけがありません。そのような

力を与えてくださる御方として、クリスチ

ャンには聖霊なる神が与えられています。

いつも心を空っぽにして神に頼り、神の力

によって満たされて生きる幸いを目指して

2017年も歩ませて頂きたいと思います。 


